
◎ 展開する事業群(1-1-1)

基本目標 1

施策目標 (1)

基本施策分野 ①

事業名称 担当課 事業年度 ２２年度実績

こども福祉
妊娠届 ６０７ （１１週以内の届け出 ５７０ ９３．９％）
転入５５ 母子手帳６１３（双胎・再交付

こども福祉
基本健診14回分、諸検査の費用を助成
助成総額：４４，８１０，４７８円

こども福祉 １８４件 助成総額 ５８１，４４０円

こども福祉
不妊治療保険適応分（市助成分） のべ８６人
特定不妊治療 (京都府助成分） のべ３０人

こども福祉
実人数 妊婦８０人 夫 ４３人
のべ人数：妊婦１８０人 夫 ４８人

こども福祉 実人数 10人 のべ派遣時間 196.5時間

こども福祉
年２４回
対象児：５５８人 受診者：５５５人 受診率：９９．５％

こども福祉
年１２回
対象児：６２３人 受診者：５８３人 受診率：９３．９％

こども福祉
年１２回
対象児：７０４人 受診者：６０９人 受診率：８６．９％

こども福祉
年12回
対象児：５３７人 受診者：５１３人 受診率：９５．５％

こども福祉
年12回
対象児：６７３人 受診者：５９０人 受診率：８７．７％

こども福祉
年12回
乳幼児 ８７１人 妊婦０人

こども福祉
実８８人（のべ１０６人 ）幼稚園９園
巡回発達相談
年中児発達サポート事業を開始 公立３保育所９１人実施

こども福祉 転入者３４６人中 ２９０人回収（８３．８％）

こども福祉 妊婦９人 産婦４９５人(のべ４９６人）

こども福祉 対象児：５６０人 受診者：５２２人 受診率：９３．２％

こども福祉 ４２件

こども福祉
乳児４７９人(のべ４８２人）幼児３３人(のべ３４人）
新生児 ６人 未熟児５人(のべ６人）

こども福祉 ３４件

＊１ こども福祉

ポリオ９８％MRⅠ期８８．１％ ＭＲⅡ期９５．７％MRⅢ期９４．３％
ＭＲⅣ期８３．９％ 三種混合 １１０．６％ 二種混合 ８２．５％

日本脳炎 １１０．６％ＢＣＧ１０３．６％
ﾋﾌﾞ･小児肺炎球菌予防接種に対する費用全額助成（23年１月から開始）
＊
２か月以上5歳未満児を対象に、それぞれ1回から4回の接種費用を全額
助成 ﾋﾌﾞ のべ514回 小児肺炎球菌 のべ635回

安心まちづくり室
危機管理体制を備えているが、大規模災害と同様の新型インフルエンザ
などの感染症が地域的に流行していないため会議等は実施していな
い。

健康衛生

・新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種費の助成。また、予防啓発、接種の情報をﾎ-
ﾑﾍﾟ-ｼﾞ・広報・ﾁﾗｼに掲載した。
・HIV検査週間、ｴｲｽﾞ月間に啓発ﾎﾟｽﾀ-を庁舎に掲示及びﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞに
掲載。また、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを成人式で配付。
・ﾊﾝｾﾝ病に係るﾘ-ﾌﾚｯﾄを窓口に設置。

健康衛生

・検診の情報を各戸配布・市のホームページ・広報に掲載した。精密検
査対象者には、受診勧奨を行い、経過を記録した。
・肝炎ウィルス検診については４０歳に受診票を送付し受診機会の提供
を行った。

★１
京田辺市健康増進計画の
策定及び実施（★）

健康衛生 Ｈ22～26

・「京田辺市健康づくり推進協議会設置要綱」に計画策定を位置づけ、
全体構成や基礎調査内容について協議を行った。また、団体ヒアリング
や市民アンケ－トを実施し、「京田辺市健康に関する意識調査結果報告
書」を作成した。（協議会３回開催、ワ－キング部会４回開催）

社会教育
中央館 ６１回・１，１７６人
北部分室 ５７回・６４９人
中部分室 ２７回・４７０人

こども福祉 こんにちは赤ちゃん事業にて、絵本の配布 ５６０冊

こども福祉 年間2,115人が利用した

こども福祉

活動件数 2,520件 ・会員数 依頼（おねがい）会員 255人、提供
（おまかせ）会員 94人、両方（どっちも）会員29人 。合計378人 広報紙
等で随時募っている。 目標： 会員数３００人（依頼、援助 共） 目標
達成

こども福祉 ９４６冊

こども福祉
ﾋﾌﾞ・肺炎球菌ワクチン接種開始に伴う予防接種システム変更
母子健康管理システム定期保守

☆１ こども福祉
1歳６か月健診時、パンフレットを食生活改善推進員が配布
２３年１月から３月 １２８人
子育て支援センター事業で「救急法の指導」５３名参加

消防署
・普通救命講習会 ６回 ８１名
・救急指導 ８回 １４６名

Ｈ22～26

○市民への応急手当の普及
（再掲1-（2）-②）

○一時保育事業
（再掲1-（3）-①、1-（3）-②）

Ｈ22～26
○ファミリー・サポート・センター事業
（再掲1-（3）-①）

健康情報システムの充実
○「健康手帳」の配布

Ｈ22～26
○母子健康管理システム

Ｈ22～26

○感染症に係る危機管理

○感染症に係る情報提供

○感染症予防事業
（肝炎ウイルス予防検診、結核住民検診）

○京田辺市健康増進計画の策定及び実施（★）

絵本にふれる機会の充実

○おはなし会
（おはなしや絵本の読み聞かせ等の体験を通じて
本に親しむ） Ｈ22～26

○ふれあい絵本スタート事業

乳幼児期の訪問指導の推
進

○妊産婦訪問

Ｈ22～26

○こんにちは赤ちゃん事業（乳児家庭全戸訪問事
業）
（再掲2-（3）-③）○養育支援訪問事業
（再掲2-（3）-③）

○乳幼児訪問

○障がいのある児童の訪問
（再掲2-（2）-②）

○3か月児健康診査
（再掲2-（3）-②）

Ｈ22～26
○1歳6か月児健康診査
（再掲2-（3）-②）
○3歳6か月児健康診査
（再掲2-（3）-②）

乳幼児期の相談事業の推
進

○10か月児発達相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○2歳児発達相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○乳幼児相談・赤ちゃんサロン
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○転入時アンケート
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○妊婦健康診査費助成事業

○妊婦歯科健康診査費助成事業

○不妊治療費助成事業
（健康保険適用分、特定不妊治療）
（再掲2-（1）-⑦）

○パパママセミナー
（再掲1-（1）-③、1-（2）-①、1-（3）-③）

○産後ホームヘルパー派遣事業

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

母と子の健康づくり支援

母子の健やかな心と身体の育成支援

事業内容（細事業）

妊婦・周産期の母子保健事
業の推進

○発達相談指導員による発達相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（2）-②、2-（3）-②）

○母子健康手帳の交付

子どもの事故防止、救急対
応等の教育及び情報誌の
作成（☆）

○子どもの事故防止、救急対応等の教育及び情報
誌の作成（☆）
（再掲1-（2）-②、3-（2）-③）

リフレッシュのための事業促
進

感染症予防対策の充実

○予防接種事業

乳幼児期の健康診査事業
の推進



基本目標 1

施策目標 （1）

基本施策分野 ②

事業名称 担当課 事業年度 ２２年度実績

こども福祉
内科・歯科健康診査を、各所とも年間2回開催した
尿・ぎょう虫検査、各所とも年間1回開催した
視力測定は、河原・草内・三山木各保育所で年間2回開催した

こども福祉 全保育士に対して年12回の検便を行った

こども福祉
歯科衛生士による歯みがき教室は、4園で4回開催した
手洗い教室を全７保育所(園）で実施した。
保育所職員に対する保健研修、4園で4回開催した

学校教育課
エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業
を実施

健康衛生

・小学校での活動４回（１１５人）
うち未来君 三山木小学校 ６年

６３人（２クラス）

学校教育
定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科、結核、心臓検診及び尿・ぎょ
う虫卵検査）を１回実施。

学校教育
エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業
を実施

学校教育
定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫卵検査）
を１回実施。歯みがき指導を各園で実施。

学校教育
市内２園の私立幼稚園に対して、内科検診及び歯科検診を実施した補
助として１名１種につき１，０００円の補助を行った。

基本目標 1

施策目標 （1）

基本施策分野 ③

事業名称 担当課 事業年度 ２２年度実績

こども福祉
実人数 妊婦８０人 夫 ４３人
のべ人数：妊婦１８０人 夫 ４８人
妊娠届数６０７(初産妊婦 ２６６） 参加率：２９．６％（４８．２％）

こども福祉 年24回 前期 ５５５人 年12回 後期５１３人

こども福祉 年12回 １歳６ヶ月健診で５８５人

☆
２

児童館における食育事業
（☆）

こども福祉 Ｈ22～26
「ちまきをつくろう」（５月２９日開催）
高齢者を講師に迎え、世代間交流を兼ねた料理教室として実施。
小学生１３名参加

☆
３

こども福祉
各所とも行事食の実施、展示食の実施を行った
食と生活リズムのアンケートを年間１回実施
給食だよりを年間12回発行

学校教育
市立小学校９校でしょくいくだより、こんだてだよりを年９回発行し食育の
指導に努めた。

農政
普賢寺地域における収穫イベントを実施した。
小学校で玉露のお茶の入れ方教室を実施した。

農政
学校給食における地産地消として、京田辺産の米、天王の味噌、たけの
こ、シロナ、白菜、大根、海老芋、タマネギ、ジャガイモ、黒豆、えんどう
豆、なすに加え、平成22年度はカボチャを導入。

★２ 健康衛生

・「京田辺市健康づくり推進協議会設置要綱」に計画策定を位置づけ、
全体構成や基礎調査内容について協議を行った。また、団体ヒアリング
や市民アンケ－トを実施し、「京田辺市健康に関する意識調査結果報告
書」を作成した。（協議会３回開催、ワ－キング部会４回開催）

健康衛生
教室回数全６回
参加実人数８８人

健康衛生
普及活動８０回（延べ３，０３０人）

地域における食育事業 社会教育 Ｈ22～26

料理教室（中央公民館事業）全５回延べ８０人参加
そば打ち教室（北部住民センター事業）全５回 延べ４４人参加
手作りパン教室（北部住民センター事業）全５回 延べ９８人
ケーキづくり教室（中部住民センター事業）前期・後期全１０回延べ１４６
人参加
洋食ランチ料理教室（中部住民センター事業）前期・後期全６回 ９０人
参加
和風スイート教室（中部住民センター事業）前期・後期全１０回 延べ１２５
人参加

Ｈ22～26
○疾病予防及び健康増進のための食育事業
・プランニング・ユア・ライフ

○食生活改善推進員による食生活改善普及活動

○地域における食育事業
・公民館等における調理実習

Ｈ22～26
○離乳食教室（前期･後期）

○幼児食の指導相談

○伝統食等の調理実習（☆）

保育所、幼稚園、学校にお
ける食育事業（☆）

○保育所給食等における食育の指導（☆）

Ｈ22～26

○幼稚園、学校等における食育の指導

○食農体験

Ｈ22～26

○私立幼稚園健康診断事業への補助
（市内私立幼稚園への補助）

◎ 展開する事業群(1-1-3)

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

母と子の健康づくり支援

食育の推進

Ｈ22～26
○食中毒等の予防（職員の検便）

○歯みがき教室等の保健指導
・歯科衛生士による歯みがき教室
・保育所職員に対する保健研修

小・中学校における児童・生
徒の健康づくり

○児童の健康教育実施等に係る相談・支援等
（再掲1-（1）-④）

Ｈ22～26

○「未来君」の食生活支援事業（6年生に調理実
習）
（再掲1-（1）-④）

○小・中学校健康管理事業（定期健康診断の実
施）
○健康教育
・エイズに関する指導を含む性教育
・喫煙、薬物乱用の防止等、健康に関する課題 へ

保育所における児童の健康
づくり

◎ 展開する事業群(1-1-2)

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

母と子の健康づくり支援

保育所、幼稚園、小・中学校における健やかな身体の育成支援

健康づくり事業における食
育事業（★）

○食育推進計画の策定及び実施（★）

○学校給食等における地元産野菜の導入

事業内容（細事業）

母子保健事業における食育
事業

幼稚園における児童の健康
づくり

○市立幼稚園健康管理事業
・定期健康診断の実施
・歯みがき指導

○パパママセミナー(栄養・調理編)
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、1-（3）-③）

事業内容（細事業）

○保育所における健康診査等の実施
・内科・歯科健康診査
・尿・ぎょう虫検査
・視力測定



◎ 展開する事業群(1-1-4)

基本目標 1

施策目標 （1）

基本施策分野 ④

事業名称 担当課 事業年度 ２２年度実績

健康衛生 エイズに関する予防啓発パンフレットを成人式で配付。

こども福祉課

学校教育

＊２ 健康衛生
中１～高１の女子を対象に、1人あたり3回接種の費用全額助成 のべ
393回

学校教育
エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業
を実施

学校教育
・小学校での活動４回（１１５人）
・未来君 三山木小学校 ６年 ６３人 2ｸﾗｽ

学校教育
定期健康診断（内科、歯科、眼科、耳鼻科、結核、心臓検診及び尿・ぎょ
う虫卵検査）を１回実施。

学校教育
エイズに関する指導を含む性教育及び喫煙・薬物乱用の防止等の授業
を実施

子育てセミナー 社会教育 Ｈ22～26
家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座）９月１０日参加者４４
人
地域子育てセミナー（６小学校）７事業 参加者３８８人

基本目標 1

施策目標 （1）

基本施策分野 ⑤

事業名称 担当課 事業年度 ２２年度実績

☆４
子育て支援医療費の助成
（☆）

こども福祉 Ｈ22～26
入院は中学生まで、入院外は小学3年生まで対象年齢を拡大。
入院：652件 26,370千円
入院外：87,042件 126,324千円

小児慢性特定疾患日常生
活用具の給付

こども福祉 Ｈ22～26 ０件

こども福祉 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載

こども福祉 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載

健康衛生

・年間６９日開設、受診者数８０３人（1日平均１１．６４人）
・病院群輪番制の利用１人、八幡市休日応急診療所の利用９人。
・府事業として、小児救急電話相談事業、小児救急医療体制（管内では
宇治徳州会病院・田辺中央病院）で輪番体制がとられ、その周知をは
かった。
・府の京都健康医療よろづネットの活用をした。

関係機関との連携強化 健康衛生 Ｈ22～26

見直し後の平成２０年度から京都府保健医療計画が実施され、地域の保
健医療を支える基盤整備、患者本位の安心・安全な医療体制の確立、
および主な死因に着目した切れ目ない保健医療サービスの提供が計画
の重点施策となっている。計画におけるに市町村の役割について協力
するとともに、計画の充実について要望した。

自立支援医療給付事業の
推進

障害福祉 Ｈ22～26 自立支援医療（精神通院）受給者 ３７名

母子家庭医療費助成事業 国保医療 Ｈ22～26
平成２２年度給付実績 １，９３６件

３２，３５３千円

Ｈ22～26

○小児救急医療体制

○休日応急診療所事業 （京田辺市・八幡市）

○関係機関との連携強化
（京都府保健医療計画における医療体制等の充実
要請等）

○自立支援医療給付事業の推進
（再掲2-（2）-②）

○母子家庭医療費助成事業
（再掲2-（2）-③）

医療体制等の充実

事業内容（細事業）

○子どもの医療費の助成（☆）
（再掲2-（1）-⑦）

○小児慢性特定疾患日常生活用具の給付

医療体制の整備・充実のた
めの働きかけ

○小児救急電話相談「＃8000」

Ｈ22～26
○思春期保健学習会
（保育所、幼稚園、小・中学校及び母子保健担当
係とのネットワーク構築）

未実施(人権教教育保健部会がその役割を果たしている）

○子宮頸がん予防ワクチン接種費用助成事業
＊

小・中学校における児童・生
徒の健康づくり

○児童の健康教育実施等に係る相談・支援等
（再掲1-（1）-②）

Ｈ22～26

○「未来君」の食生活支援事業（6年生に調理実
習）
（再掲1-（1）-②）
○小・中学校健康管理事業（定期健康診断の実
施）
（再掲1-（1）-②）

○健康教育
（再掲1-（1）-②）

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

母と子の健康づくり支援

○子育てセミナー
（再掲1-（2）-①、1-（3）-③、2-（1）-①、3-（1）-①）

◎ 展開する事業群(1-1-5)

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

母と子の健康づくり支援

思春期からの健康づくり支援

事業内容（細事業）

思春期～青年期の健康づく
りの支援

○性に関する啓発事業
（エイズパンフレット配布）


